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地
区
で
は
８
月
に
、
川
内
加
治
木
線
沿
い
に
あ

る
コ
ス
モ
ス
園
で
種
ま
き
を
し
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
は
旧
樋
脇
町
時
代
の
昭
和
55
年
に
町

制
40
周
年
を
記
念
し
町
花
に
制
定
さ
れ
た
花
で

す
。「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
」の
一
環
と
し

て
植
え
ら
れ
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
自
治
会
や
個
人
な
ど
約
20
団
体
が

参
加
し
て
、
コ
ス
モ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
に
は「
樋
脇
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
樋
脇
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
」と
題
し
て
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
女
性
部
な
ど
に
よ

る
地
元
産
そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
販
売
、

樋
脇
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
会
、
提
供
品
販
売
な
ど

を
準
備
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■問合先　樋脇地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-1202　樋脇町塔之原 3567 番地１　 ・ 0996（37）2090

イ
ベ
ン
ト

　

樋
脇
地
区
は
、
本
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

川
内
川
の
支
流
樋
脇
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
開
け
た

平
野
で
、
46
自
治
会
か
ら
な
り
、
人
口
は
３
２
２

８
人
、
１
４
６
５
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区

内
に
は
市
役
所
樋
脇
支
所
、
各
学
校
機
関
、
郵
便

局
な
ど
、
主
要
な
公
共
機
関
や
福
祉
施
設
が
あ
り
、

文
教
・
福
祉
の
地
区
で
す
。

　

ま
た
、
塔と

う

之の

原は
ら

殿ど
ん
ば
か墓
、
瑠る

り璃
光こ

う

寺じ

跡あ
と
せ
き
と
う
ぐ
ん

石
塔
群
な

ど
の
史
跡
が
あ
り
、
夏
に
は
金か

な

貝げ

橋ば
し

や
八は

ち
ま
ん幡
河か

川せ
ん

公こ
う
え
ん園
な
ど
で
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
が
観
察
で
き
る
な

ど
、
豊
か
な
文
化
や
美
し
い
自
然
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
地
区
で
す
。

　

郷
土
芸
能
で
は
、
塔
之
原
一
区
太
鼓
踊
り
保
存

会
が
、
春
の
芸
能
祭
で
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
伝
統
を
重
ん
じ
活
発
に
練
習
が
行
わ

れ
、
ほ
か
に
も
岩
下
棒
踊
り
、
樋
脇
武
士
踊
り
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
が

盛
ん
な
地
区
で
す
。
昭
和
25
年
、
町
立
樋
脇
高
校

が
創
立
さ
れ
た
と
き
に
、
斬
新
な
ス
ポ
ー
ツ
を
町

に
と
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
樋
脇
ホ
ッ
ケ
ー
の

始
ま
り
で
す
。
以
後
、
樋
脇
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
の

活
躍
が
地
区
民
に
浸
透
し
、
小
・
中
学
生
か
ら
一

般
・
婦
人
ま
で
あ
ら
ゆ
る
層
に
広
が
り
、
全
国
に

「
樋
脇
ホ
ッ
ケ
ー
」の
名
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
樋
脇
高
校
も
高
校
再
編
計
画
の
中
で

統
廃
合
の
対
象
と
な
り
、
本
年
３
月
３
日
を
も
っ

て
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は「
地
区
が
一
体
と

な
り
、
相
互
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
明
る
い

地
区
づ
く
り
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
」を
合
言
葉
に
、

安
心
・
安
全
に
住
め
る
活
気
の
あ
る
地
区
を
目
指

し
て
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
コ
ス
モ
ス
園
の
種
ま
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
物
を
計
画
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

上か
み
な
か中　

富と
み

雄お
さ
ん

し
め
縄
作
り
の
達
人

昔から、伝統行事の「しめ縄作り」を
地区の子どもたちにボランティアで
指導し、次の世代に伝えています。

地区のそば打ち教室やフェスティバ
ルのそば打ちに、ボランティアで協
力し、指導しています。

津つ

曲ま
が
り　

盛も
り
し
げ重

さ
ん

コ
ス
モ
ス
作
り
名
人　

２年連続で地区のコスモスコンクー
ル優勝。コスモスの種を地域に配る
など、きれいなまち作りに励んでい
ます。

昨年の地域の大きなグラウンドゴル
フ大会（地区コミ・老人クラブ・体育
協会主催）で個人戦３回、団体戦２回
優勝しました。

習わしの｢二
は つ か

十日そば｣を打ち、地区内の福祉施設の方々との交流会

塔之原一区太鼓踊り。ほかに岩下棒踊り、樋脇武士踊りもあります。

フェスティバルは
小学校PTAと一緒

に

開催し、地区のみん
なが集います。

「きれいなまちづ
くり」運動でコスモ

ス

を植えています。後
ろは丸山。

第 38 回

緑
濃
き
丸
山
、水
清
き
樋
脇
川
、自
然

豊
か
で
、歴
史
と
伝
統
を
誇
り
に
し
、

教
育
と
文
化
を
重
ん
じ
る
樋
脇
地
区

で
は
、連
携
を
図
り
な
が
ら
活
気
あ
る

地
域
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

〜 

樋
脇
地
域
樋
脇
地
区
編 

〜

〜 

樋
脇
地
域
樋
脇
地
区
編 

〜

鬼お
に
つ
か塚　

博ひ
ろ
つ
ぐ嗣

さ
ん

そ
ば
作
り
名
人

保健センターで実施する保健事業

【
申
込
方
法
】＝
本
庁
５
階
学
校
教
育

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
直
接
申
し
込
み

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
学
校
教
育

課
学
事
Ｇ（
内
線
５
３
３
１
）

　

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
万
が
一
の
交

通
事
故
に
備
え
る
こ
の
制
度
は
、
加

入
し
て
い
る
方
々
の
掛
け
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
る
相
互
扶
助
の
制
度

で
す
。
平
成
21
年
度
も
掛
け
忘
れ
が

な
い
よ
う
に
家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

＊
事
故
に
遭
っ
た
ら
、
自
損
事
故
で

　

も
必
ず
警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

【
掛
け
金（
年
間
）】＝
１
人
５
０
０
円

＊
途
中
で
加
入
し
た
方
も
同
額
で
す
。

【
共
済
期
間
】＝
４
月
１
日
〜
平
成
22

年
３
月
31
日

＊
４
月
１
日
以
降
に
掛
け
金
を
納
入

　

し
た
場
合
は
、
掛
け
金
納
入
の
翌

　

日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

【
加
入
方
法
】＝
本
年
２
月
に
各
戸
に

送
付
し
た
加
入
申
込
書
に
よ
り
、
市

指
定
金
融
機
関
ま
た
は
本
庁
２
階
公

金
取
扱
所
で
掛
け
金
を
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
納
入
期
限
を
過
ぎ
た
加
入
申
込
書

　

も
使
用
で
き
ま
す
。

＊
加
入
申
込
書
を
紛
失
し
た
り
、
加

　

入
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
再

　

発
行
し
ま
す
の
で
、
問
合
先
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
市
民
課
総
合
相
談

Ｇ（
内
線
２
５
６
２
）お
よ
び
各
支
所

市
民
福
祉
課

　

｢

あ
い
さ
つ
で
安
全
・
安
心
な
明

る
い
ま
ち
づ
く
り｣

を
願
い
、
募
集

し
た
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
作
品
の

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
部
の

最
優
秀
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】＝
最
優
秀
賞　

鹿

島
小
学
校
４
年　

河こ
う

野の

紘こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

【
標
語
の
部
】＝
最
優
秀
賞　

川
内
南

中
学
校
３
年　

若
松
あ
り
す
さ
ん

｢

あ
い
さ
つ
で　君

の
心
に　

花
よ
咲
け｣

　

な
お
、
優
秀
作
品
・
入
選
作
品
は
、

次
の
通
り
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
３
月
23
日（
月
）12
時
〜
４
月

６
日（
月
）15
時
ま
で

【
所
】＝
Ｊ
Ｒ
川
内
駅
き
や
ん
せ
ふ
る

さ
と
館
２
階　

き
ゅ
う
で
ん
ぷ
ら
っ

と
ホ
ー
ル

【
問
合
先
】＝
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

０
９
９
６（
２
２
）７
２
５
１

 　

県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
永
利
ホ

ー
プ
タ
ウ
ン
の
宅
地
を
分
譲
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
毎
週
土
・
日
曜
日
は
現
地

案
内
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

【
団
地
名
】＝
永
利
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン

（
永
利
町
）

＊
団
地
内
は
、
市
公
共
下
水
道
完
備

【
販
売
区
画
数
】＝
45
区
画

【
土
地
分
譲
価
格
】＝
３
７
１
万
円
〜

６
３
７
万
円

【
土
地
面
積
】＝
１
９
９
・
34
㎡（
60

・
30
坪
）〜
３
０
０
・
92
㎡（
91
・
02

坪
）

【
最
多
価
格
帯
】＝
４
０
０
万
円
台

（
22
区
画
）

【
問
合
先
】＝
県
住
宅
供
給
公
社
企
画

分
譲
課

０
９
９（
２
２
６
）７
８
３
４

　

昨
今
の
経
済
不
況
に
よ
る
企
業
の

雇
用
調
整
な
ど
で
解
雇
や
事
業
廃
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方（
世
帯
の
主

た
る
生
計
維
持
者
）で
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
高
等
学
校
、
短
大
ま
た
は

大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
子
の
い
る
保

護
者
に
対
し
、
緊
急
離
職
者
対
策
と

し
て
、
入
学
に
必
要
な
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
資
格
要
件
】＝
平
成
20
年
10
月
以
降

に
解
雇
な
ど
と
な
り
、
入
学
に
要
す

る
費
用
の
納
付
が
困
難
で
、
親
子
と

も
に
本
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

＊
１
月
31
日
ま
で
に
再
就
職
し
た
方

　

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ

　

か
、
詳
し
い
資
格
要
件
に
つ
い
て

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額（
上
限
額
）】

▼
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
＝
10

　

万
円

▼
短
期
大
学
・
専
修
学
校
・
大
学
＝

　

20
万
円

【
申
込
締
切
】＝
３
月
26
日（
木
）

地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

３/24(火)
９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

３/31(火)
９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

樋 脇 ３/18(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 ３/18(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 ３/18(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 ３/18(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

大お
お
さ
こ迫　

チ
リ
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
回
優
勝

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

あ
い
さ
つ
運
動
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

【
緊
急
離
職
者
対
策
】

　

市
入
学
準
備
補
助
金
を

支
給
し
ま
す

永
利
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン

好
評
分
譲
中

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う


